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(出典　教員養成コア・カリキュラムP23）

「教育実践学を中核とした教員養成コア・カリキュラム」
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（出典　学生課資料：「学校教育学部卒業者の進路状況」
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「平成２０年度　学生による授業評価実施報告書」（抜粋）
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「平成２０年度学生による授業評価実施報告書（学校教育学部）」（抜粋）
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「教職大学院生（H20入学現職教員）到達状況推移」
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「自己点検・評価制度検証結果報告書(平成22年3月）」（抜粋）
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「教育評価結果報告書（平成20年1月）」（抜粋）



募集人員 応募者 受験者 合格者 入学者

平成19年度 100 495 351 121 115

平成22年度 100 561 400 121 117

学校教育学部入学者選抜状況（平成19年度・平成20年度）
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「学校教育学部入学者選抜状況」（平成19年度・平成22年度）

（出典　入試課資料：学校教育学部入学者選抜状況）
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「大学院学校教育研究科入学者選抜状況」（平成21年度・平成22年度）

（出典　入試課資料：大学院学校教育研究科入学者選抜状況）
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（平成22年度大学院入学者選抜試験における出願要件の変更点）

（平成21年度）

（平成22年度）

「大学院学校教育研究科学生募集要項（平成21年度，平成22年度）」（抜粋）
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(出典　平成22年度学校教育学部授業概要）

「学校の危機管理（シラバス抜粋）」
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「予防教育科学教育研究センター　活動概要」
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ティームティームティームティーム・・・・ティーチングティーチングティーチングティーチングにににに関関関関するするするする調査調査調査調査にににに基基基基づくづくづくづく分析分析分析分析とととと検証検証検証検証

１．調査の概要

○調査対象 ：本学専任教員（助教以上） 人155

（ ） 。○調査方法 ：本学専任教員に対し文書及びメール 添付ファイル によりアンケート調査を実施した

○回 答 数 ： 人（回収率 ）82 52.9%

２．調査結果の分析

本調査の結果を、平成 年度に実施した「ティーム・ティーチングによる授業に関する調査 （平17 」

成 年 月 日～ 月 日実施、回答 人）の結果と比較して、分析する。17 10 17 11 11 115

「 （ 、 ） 」 、 （ ）( ) ティーム・ティーチング 以下 ＴＴ の授業を行っている とする回答は 人1 30 36.6%

であり、平成 年度調査の から ポイント増加した。17 32.2% 4.4

ＴＴを行っている授業科目の回答総数は であった。内訳は、コア科目（初等中等教科教育実34

） 、 、 、 、 、践Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ等 講義・演習科目 実習系科目８ 教育実習１ 教育実習事前事後指導１10 13

卒業研究１であり、コア科目を中心にしてＴＴが推進されている状況が示されている。なお、平

成 年度調査でＴＴを行っていると回答された授業科目総数は で、今回と同数であった。17 34

( ) 「ＴＴを行っている場合、誰と実施していますか （複数回答可 」という設問に対しては 「学2 。 ） 、

内の教員どうし」が （ 「附属学校の実地指導講師と学内の教員」が７（ 「学外25 83.3% 23.3%）、 ）、

の実地指導講師と学内教員」が５（ 「その他」が１（ ）であった。ＴＴの実施体制16.7% 3.3%）、

は、主として学内教員同士が採用されており、科目の状況や特性に応じて附属学校及び学外の実

地指導講師とのＴＴが取り入れられている。

( ) 「ＴＴの授業により教育効果が上がっていると考えますか」という設問についての有効回答数3

は （ＴＴを行っている教員： 、ＴＴを行っていない教員：２）であった。32 30

このうち 「期待していた効果がある（あった）と思う」という回答が 人（ 「現在、 ）、25 78.1%

までのところ、期待していたほどの効果があったとは思わない」が５（ 、期待していた教15.6%）

育効果はない（なかった）と思う」が２（ ）であった。約 の回答がＴＴによる教育効果6.3% 80%

があると回答しており、ＴＴによって一定の成果は上がっていると言える。一方で、約 ％の回20

答がＴＴによる教育効果に懐疑的であるという結果が得られた。

17 37 28平成 年度調査（有効回答数 ）では 「期待していた効果がある（あった）と思う」が、

（ ）、「 、 」 （ ）、人 現在までのところ 期待していたほどの効果があったとは思わない が４75.7% 10.8%

「期待していた教育効果はない（なかった）と思う」が０ 「その他」が５( ）であった。、 13.5%

ＴＴの教育効果に肯定的な回答が ポイント増加しているが、懐疑的な回答も ポイント増2.4 10.1

加しているという結果であった。

( ) 自由記述においては、ＴＴを実施するにあたっての学外講師の重要性、担当教員同士の課題の4

共有や意思疎通の重要性が指摘された。一方、課題としては、打ち合わせ時間の確保、担当教員

の組み合わせ、ＴＴが有効に機能する授業の再検討などが挙げられた。

３．調査結果に基づく検証

上記の結果から、本学においては、コア科目の実施などを通してＴＴを採用した授業が全般的には

増加しつつあると言える。本学におけるＴＴの推進は、かなり達成された状況にあると言えよう。

また、ＴＴの実施によって、総体的には教育効果が上がっているととらえられる。一方、その教育

効果に懐疑的であるとする回答も増加した。これは、ＴＴが実施が推進されたことによって、回答者

の関心がＴＴによる授業の質に移行したことを示すと考えられる。

今後は、ＴＴを採用する授業数を単に増やすのではなく、ＴＴによる授業を質的に充実させ、ＴＴ

をより有効に機能させるための方策を検討する段階であると言えよう。ＴＴの教育効果を高めるため

に、ＴＴが有効に機能する授業の選定、ＴＴの実効性を高める担当教員の組み合わせや授業方法など

を、各コース及び担当者において検討していくことが重要となる。
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「平成22年度入学者用学修キャリアノート」（抜粋）
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オフィスアワーに関する調査に基づく分析と検証（抜粋）



-21-



-22-



【
図

１
】

セ
ン

タ
ー

再
編

構
想

図
【
現

行
】

【
再

編
後

】

［
教
育
の
領
域
］

・
実
地
教
育
分
野

・
実
技
能
力
支
援
分
野

地
域
連
携
セ
ン
タ
ー

教
職
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー

・
長
期
履
修
学
生
支
援
分
野

・
地
域
連
携
分
野

・
実
地
教
育
分
野

［
先
導
的
・
先
端
的
実
践
研
究
及
び
教
育
の
領
域
］
・
学
校
適
応
分
野

実
技
教
育
研
究
指
導
セ
ン
タ
ー

予
防
教
育
科
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

・
心
身
健
康
分
野

・
音
楽
教
育
分
野

・
美
術
教
育
分
野

・
体
育
教
育
分
野

・
言
語
教
育
分
野

小
学

校
英

語
教

育
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
開

発
分

野
・

高
度
情
報
研
究
教
育
セ
ン
タ
ー

小
学
校
英
語
教
育
セ
ン
タ
ー

小
学

校
英

語
教

育
研

修
・

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム
・

開
発

分
野

・
情
報
シ
ス
テ
ム
分
野

・
情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
分
野

・
情
報
教
育
分
野

［
社
会
・
国
際
連
携
及
び
貢
献
の
領
域
］

教
育
連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
分
野

・
小
学
校
英
語
教
育
セ
ン
タ
ー

地
域
連
携
セ
ン
タ
ー

教
育

情
報

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
分

野
・

・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
分
野

・
研
修
・
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
分
野

理
数
科
教
育
協
力
研
究
分
野

・
教
員
教
育
国
際
協
力
セ
ン
タ
ー

教
員
教
育
国
際
協
力
セ
ン
タ
ー

教
育
協
力
研
究
分
野

・
IC

T
・
国
際
教
育
開
発
研
究
分
野

・
理
数
科
教
育
協
力
研
究
分
野

・
教
育
協
力
研
究
分
野

IC
T

・
シ
ニ
ア
教
育
人
材
養
成
研
究
分
野

・
国
際
教
育
開
発
研
究
分
野

［
教
育
研
究
の
環
境
整
備
の
領
域
］

・
情
報
シ
ス
テ
ム
分
野

情
報
基
盤
セ
ン
タ
ー

予
防
教
育
科
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

・
情
報
教
育
分
野

・
学
校
適
応
分
野

・
心
身
健
康
分
野

・
保
健
管
理
分
野

心
身
健
康
セ
ン
タ
ー

心
身
健
康
研
究
教
育
セ
ン
タ
ー

心
理
・
教
育
相
談
分
野

・
・
心
身
医
療
・
保
健
管
理
分
野

・
心
理
教
育
相
談
分
野

-23-

（
出

典
　

セ
ン

タ
ー

組
織

再
編

検
討

結
果

報
告

書
）

「センター再編構想図」
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図３ 学校教育研究科の教育組織の改組

平成１９年度 平成２０年度

高度学校教育実践専攻 ５０☆

（ ）☆ 学校・学級経営コース １０

（ ）☆ 学校臨床実践コース １５

（ ）☆ 授業実践・カリキュラム開発コース １５

（ ）☆ 教員養成特別コース １０

学 校 教 育 専 攻 １４５ 人 間 教 育 専 攻 ９０☆

（ ）人 間 形 成 コ ー ス （１５） 人 間 形 成 コ ー ス １５

（ ）学 校 改 善 コ ー ス （２０） 幼 年 発 達 支 援 コ ー ス １５

（ ）授 業 開 発 コ ー ス （１５） 現代教育課題総合コース １５

（ ）生 徒 指 導 コ ー ス （１５） 臨床心理士養成コース ４５

臨床心理士養成コース （４５）

幼年発達支援コース （１５）

総合学習開発コース （２０）

特別支援教育専攻 ２０ 特別支援教育専攻 ２０

教科・領域教育専攻 １３５ 教科・領域教育専攻 １４０

言語系コース（国語） 言語系コース（国語）
３５ ３５

言語系コース（英語） 言語系コース（英語）

２０ ２０社会系コース 社会系コース

自然系コース（数学） 自然系コース（数学）
２５ ２０

自然系コース（理科） 自然系コース（理科）

芸術系コース（音楽） 芸術系コース（音楽）
３０ ３０

芸術系コース（美術） 芸術系コース（美術）

生活・健康系コース（保健体育） 生活・健康系コース（保健体育）

２５ ２５生活・健康系コース 生活・健康系コース
（技術・工業・情報） （技術・工業・情報）

生活・健康系コース（家庭） 生活・健康系コース（家庭）

１０☆ 国際教育協力コース

注）☆印は新設の専攻・コースを示す。
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（出典　鳴門教育大学大学院学校教育研究科改組の基本方針と概要）

「学校教育研究科の教育組織の改編」



-25-



-26-

「徳島県教育委員会と国立大学法人鳴門教育大学の人事交流に関する協定書」
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「平成１９年度学生による授業評価実施報告書（学校教育学部）」（抜粋）
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「平成２０年度学生による授業評価実施報告書（学校教育学部）」（抜粋）



-29-

「鳴門教育大学入学料，授業料及び寄宿料の免除等に関する規程」（抜粋）

「教職大学院生（現職教員）支援基金について（お知らせ）」



「教育支援・アドバイザー等派遣事業テーマ一覧」

内内内内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　容容容容

1 その他（10年経験者に求められる「協働力」）

2 指導方法や課題解決の助言（きょうだい支援のあり方について）

3 指導方法や課題解決の助言，専門的活動（障害児理解と移行支援）

4 その他（乳幼児期の子育てについて）

5 専門的活動（地層に関する野外学習）

6 校内研修会（学校力を高める学校評価の進め方）

7 校内研修会，授業実践（総合的な学習における音楽指導について，歌唱指導）

8 校内研修会（研究授業「２年生　ゲーム（鬼遊び）に対する指導・助言」）

9 その他（藍染めＴシャツ作成の実技指導）

10 授業実践，指導方法や課題解決の助言（歌唱指導）

11 校内研修会（人権教育研修）

12 その他（平成21年度特別支援教育学会高等部研究発表について）

13 校内研修会（音楽授業の構想と実践）

14 その他（絵本の仕掛けとその読み聞かせの効果）

15 指導方法や課題解決の助言（特別な教育的支援を要する子どもの支援）

16 校内研修会（研究授業３年「算数」，授業研究会）

17 校内研修会，授業実践，指導方法や課題解決の助言（総合的な学習，歌唱指導）

18 授業実践（「有機電子論へのアプローチ」）

19 その他（絵本の仕掛けとその読み聞かせの効果）

20 専門的活動（歌唱教材の演奏及びその歌い方の指導）

21 その他（絵本の読み聞かせの大切さについて）

22 指導方法や課題解決の助言（連携機関をつなぐ資料のあり方）

23 校内研修会，指導方法や課題解決の助言（事例研究会ほか）

24 校内研修会（コンプライアンス研修）

25 その他（教員養成・教育学全般について）

26 校内研修会（特別支援の必要な子どもへの支援の仕方について）

27 授業実践・指導方法や課題解決の助言（絵本の読み聞かせの教育的効果）

28 その他（豊かな人間性。社会性の育成をめざす生徒指導‐児童理解を基盤とした規範意識の育成‐）

29 授業実践（歌唱指導）

30 指導方法や課題解決の助言（主体的・自覚的にことばを学ぶ子どもが育つ国語科授業の創造）

31 その他（地球・月・太陽の不思議）

32 その他（ことばとことばの力）

33 指導方法や課題解決の助言（小学校英語活動のあり方）

34 教科指導（絵本の仕掛けとその読み聞かせの効果）

35 その他（おもしろ科学実験体験）

36 その他（身近な科学を探求する実験）

37
指導方法や課題解決の助言（特別な教育的支援を必要とする子どもへの学校ぐるみの支援（特別支援学級の担任
としての配慮・継続的支援について等の計画と記録について））

38 校内研修会（保護者対応「とっさの一言」）

39 専門的活動（統計教育について）

40 指導方法や課題解決の助言（小学校図画工作科　造形遊びについて）

41 指導方法や課題解決の助言（「校内委員会の運営について」の実践発表の指導助言及び講演）

42 校内研修（「第51回徳島県小学校体育科教育研究大会」の事前の指導案検討会）

43 その他（板野郡中学校技術家庭科（技術分野）研修会）

44
校内研修会（特別支援教育を要する子どもへの学校ぐるみの支援について,相談ファイルについて,校内委員会の
在り方について）

45 指導方法や課題解決の助言（障害児理解と移行支援）

46 授業実践（総合的な学習の時間と音楽科の学習とのかかわり）

47 その他（連携機関をつなぐ資料のあり方：子どもへの適切な支援のために）

48 その他（「クジャクのオスは,なぜ派手なのか？‐オスとメスにおけるさまざまな形質の進化‐」）

49 授業実践（英語指導に関する相談・支援）

50 その他（教育学部で学ぶこと・教師の仕事とは）

51 校内研修会（小学校英語教育のデモンストレーション）

52 その他（第10回　全国中学生創造ものづくり教育フェア）

53 授業実践（身のまわりの物質のなりたちと変化）

54 その他（オーケストラ部の合奏指導並びに教員の指揮指導）

55 授業実践（理科のうち生物分野の教材や学習指導について）
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「教育支援講師・アドバイザー等派遣事業テーマ一覧」



56 授業実践（歌唱指導）

57 校内研修会（総合的な学習における音楽指導について・歌唱指導）

58 指導方法や課題解決の助言（音楽授業の構想と実践）

59 指導方法や課題解決の助言（発声基礎及び歌唱表現指導について）

60 授業実践（絵本の仕掛けと読み聞かせの効果）

61 指導方法や課題解決の助言（北島町特別支援教育研究会，事例研究会）

62 指導方法や課題解決の助言（英語教育カリキュラム・指導法・教材に関する相談・支援及び共同開発）

63 その他（発声の基本と歌唱表現活動）

64 指導方法や課題解決の助言（障害児理解と移行支援）

65 授業実践（地学，天体分野の授業研究）

66 校内研修会（特別な教育支援を要する子どもへの学校ぐるみの支援）

67 校内研修会（総合的な学習における音楽指導について・歌唱指導）

68 授業実践（身のまわりの物質のなりたちと変化）

69 専門的活動（絵本の読み聞かせの教育的効果）

70
指導方法や課題解決の助言（平成22年度中国四国音楽教育研究大会にむけての研究会　音楽「創作活動の指導方
法」）

71 授業実践（地学を中心とした野外学習のあり方とその指導）

72 校内研修会（教職員の不祥事発生のメカニズムと対応策）

73 その他（英語教育改善事業　研修会事前打ち合わせ）

74 校内研修会（音楽科の学習指導の方法）

75 指導方法や課題解決の助言（生活習慣病予防のための教育検討会）

76 その他（脳科学と教育）

77 授業実践（歌唱指導）

78 その他（第45回中国四国理科教育研究大会徳島（鳴門）大会）

79 その他（第45回中国四国理科教育研究大会徳島（鳴門）大会）

80 その他（第45回中国四国理科教育研究大会徳島（鳴門）大会）

81 授業実践（21世紀の学力としての生きる力と国際協力）

82 校内研修会（数学的活動によって、生徒の学習意欲がいかに高まったか）

83 校内研修会（コンプライアンス研修）

84 校内研修会（小学校英語教育のあり方）

85 校内研修会（小学校英語教育のあり方）

86 指導方法や課題解決の助言（英語教育カリキュラム・指導法・教材に関する相談・支援及び共同開発）

87 校内研修会（総合的な学習における音楽指導について・歌唱指導）

88 校内研修会（英語教育改善事業　研修会［これからの小学校英語の目指すもの］）

89 指導方法や課題解決の助言（生活習慣病予防のための教育検討会　第２回）

90 指導方法や課題解決の助言（楽しい合唱教室）

91 その他（生活習慣病予防のための家庭教育学級会での進行サポート）

92 その他（児童理解について，家庭教育を中心に）

93 校内研修会，指導方法や課題解決の助言（特別な教育的支援を要する子どもへの学校ぐるみの支援）

94 指導方法や課題解決の助言（基本的な生活習慣と社会性を身につけるための支援方法について）

95 その他（県中学校社会科授業研究会の指導助言者として）

96 その他（講演会　特色ある学校づくり）

97 指導方法や課題解決の助言，専門的活動（障害児理解と移行支援）

98 その他（小・中・高における特別支援教育の取り組み）

99 専門的活動（学校評価システムの充実に向けて）

100 授業実践（日本社会の歴史）

101 校内研修会（絵本の読み聞かせの教育的効果）

102 授業実践，指導方法や課題解決の助言（ＮＩＥ実践及び指導助言）

103 校内研修会，授業実践（絵本の読み聞かせの教育的効果）

104 校内研修会，指導方法や課題解決の助言（発達障害児の理解と学校における対応）

105 授業実践，指導方法や課題解決の助言（ＮＩＥ実践及び指導助言）

106 校内研修会（学校評価（アンケート）結果を学校改善に生かす方策）

107 指導方法や課題解決の助言（徳島県中学校社会科授業研究会の指導助言）

108 その他（生活習慣形成についての内容）

109 その他（子どもの心について）

110 校内研修会（「ことばの発達」について）

111 その他（鳴門教育大学及び生活・健康系コースの特徴について）

112 その他（スポーツ科学に関連したテーマ）

113 その他（美術に関連したテーマ）

114 その他（音楽に関連したテーマ）

115 指導方法や課題解決の助言，専門的活動（障害児理解と移行支援）
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「鳴門教育大学国際交流基金奨学金支給実績」

（出典　学生課資料：鳴門教育大学国際交流基金奨学金支給実績）
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「鳴門教育大学国際交流事業を援助する会における支援口数（平成16年度～平成21年度）」

（出典　学生課資料：鳴門教育大学国際交流事業を援助する会における支援口数）




